
from事務局

◎茨木市からのお知らせ
＜学生向け起業セミナー＞

｢知れば知るほど 起業って、ありかも!」

就職とは違う、『起業』という働き方があることを知っていますか？

「難しそうだけど、自分たちにもできるの？」「今すぐに起業するつも

りはないけど、興味はある！」

そんなみなさんに、『起業』という新しい選択肢を知ってもらうための

セミナーです。

内容の異なるセミナーを2日程開催します。会場は大学の中なので、

授業後でも参加できます！

参加は両方ともでも、どちらか片方だけでもOKです。

参加費 ：無料

◎A日程：10月11日（木曜日）午後3時～6時

知りたい！今なぜ「起業」なの？

◆ホンモノの経営者による講義＆ワークショップ（起業に必要な思

考・発想を模擬体験できます）

◆ざっくばらんに座談会

会場 追手門学院大学 2204教室（2号館2階）

住所：茨木市西安威二丁目1番15号

定員 先着60名

講師 一般社団法人関西ニュービジネス協議会

◎B日程：10月26日（金曜日）午後5時30分～8時

聞きたい！「起業」のほんとのところ

◆起業家による講演（起業にまつわる体験談、経営のやりがいなど

をお聞きします）

◆アットホームに質問タイム

会場 立命館大学大阪いばらきキャンパス産学交流ラウンジ（B棟

5階）

住所：茨木市岩倉町2-150

定員 先着30名

講師 株式会社ピー・キューブ取締役池田由利子さん

【詳細・申込】

http://www.city.ibaraki.osaka.jp/event/42474.html

みんなのギモン

猛暑の夏もひと段落し、少しずつ秋の気配が漂う毎日になりました。「ざ・えぬびー」も

Vol.16をお届けすることができました。”NBKﾆｭｰﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾜｰﾄﾞ”応募も締め切りを迎え、本

年はどのような素晴らしい事業がｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘに選出されるか、11月19日開催の”NBKﾌｪｽﾀ

2018”が今から楽しみです。【NBKﾌｪｽﾀ2018】は皆様のご協力なくしては成り立たない

NBKのメイン事業です。ﾌｪｽﾀ・ｱﾜｰﾄﾞ運営委員会の皆様にて企画推進中ですので是非皆

様のご協力とご参加をよろしくお願いいたします。また、この度起業家教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「16歳

からの起業塾」の取組をまとめた書籍を出版させて頂く事となり、今まで、本プログラムに

ご協力頂いた学校や関係各所にご協力を頂き、次世代人材育成委員会の皆様と共に準

備を進めております。NBKはこれからも少しでも皆様のビジネスのお役に立てるような活

動をして参ります。NBK公式SNS（FB/Twitter/Instagram）のフォロー、"いいね”を是非お

願いします。ホームページも随時更新しております。
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ＮＢＫニュービジネスカフェ

「製粉会社のビジネスモデル構築について」

情報交流委員会「ニュービジネスカフェ」では、９月７日、奈良県桜井市の旭

製粉株式会社 代表取締役 西田定氏をお迎えし、大阪国際ビルディング会

議室において「製粉会社のビジネスモデル構築」について講演いただきまし

た。

旭製粉は小麦粉一筋の会社でしたが、昭和60年代ころ、顧客層である製パ

ン・製麺業の市場が縮小傾向となり、将来への強い危機感を抱いた西田社

長は苦心の末、「ミックス粉」に活路を見出されました。

もともと、昭和50年から始めていたプレミックス商品の製造が、旭製粉の「強

み」でした。ある時、「小麦粉の全く入っていない粉体を、数種類ミックスして

ほしい」との依頼があり、「うちは小麦粉の会社なのに？」と思いながらも作っ

たところ、味、品質ともに、素晴らしい商品が出来あがり、お客様に非常に喜

ばれたのです。

『「小麦粉」にこだわる必要はない。私たち旭製粉は、「粉」のプロフェッショナ

ルを目指すのだ』。

事業の大きな活路が開けた旭製粉は、プレミックス製品の仕事を次々と受注

し、あらゆる「粉もの」の案件に積極的に取り組んでおられます。

また、現在は今まで蓄積した強みを活かして、二次加工メーカーや外食・中

食などの調理現場における資材の計量や混合といった面倒な工程を代行す

る『プレンディング プロセス アウトソーシング』という新規事業に挑戦をされ

ています。

西田社長のユーモアがありながらも熱いお話に、参加者からは活発な質問

が寄せられ、有意義な会合となりました。

Ｑ．従業員６０人の企業ですが、従業員のうち3人だけが労働組合を

結成し、団体交渉の申し入れがありましたが応じる必要はありますか？

Ａ．結論から言えば、応じる義務があります。

労働組合法7条二項で「使用者が雇用する労働者の代表者と団体交渉を

することを正当な理由がなくて 拒むこと。」を禁じているからです。

ただ、正当な理由（判例等を参考に。）があれば別です。また、労働組合の

要求する内容に応じる義務はありませんので、あわてず、労働関係に強い

弁護士や社会保険労務士に相談されることをご検討ください。

★お答えくださった人：社会保険労務士 光森 司 氏

※質問募集中！！

ご質問があれば、質問事項・メールアドレス・所属・氏名・電話番号を

明記し、「専門家がお答えします」係宛にお送りください。

(送付先アドレス：nbk@nb-net.or.jp)

Q. わかるかな?

★クイズです!★の答え・・５（数字の○の数）


